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　昨年２月に販売された黒蜜きなこ味は、三朝町特産
の三朝神倉大豆を使用し、その香ばしさとやさしい甘さ
が話題となりました。
　その反響を受け、㈱不二家より今年は第２弾となる
「カントリーマアム（桜きなこ）」を季節限定で発
売されます。
　今年も引き続き、神倉大豆を使用し、きなこの香ばし
い味わいと、神奈川県産桜花エキスの華やかな香りが
織りなす、春を感じる上品なハーモニーが楽しめます。

　実際に試食したJA職員からは
　「  口いっぱいに桜の香りが広がった。きなこは、後味

の風味が豊かでおいしい！」
　「  桜餅とはまた違う桜味。桜の香りがまた次の一口を

誘う味わい」
　「黒蜜きなこ味よりも、きなこの風味を感じる」
　といった感想も寄せられています。

　まだ、寒さの残る季節ですが、一足早く春の訪れを感
じさせてくれる、やさしい和のスイーツをぜひお楽しみ
ください。

　三朝神倉大豆をもっと楽しんでもらいたく、JA鳥取中
央直売所限定のキャンペーンを開催中。
　対象商品を200円以上ご購入のレシートを10枚集め
て応募すると、神倉大豆のゆるキャラ「かんちゃん＆くら
ちゃん」がデザインされたオリジナルトートバックをプレ
ゼント！
　数量限定なので、お早めにどうぞ！

　美味しく食べて、可愛
くもらえる、今だけの特
別企画です！

＼ カントリーマアム × 三朝神倉大豆 第２弾 ／

＼＼今だけ、直売所でもらえる神倉大豆グッズ／／

不二家の人気シリーズ「カントリーマアム」から

今年は新たに“桜きなこ”味が登場します！

かわいい「かんちゃん＆くらちゃん、まめちゃんズ」
エコバックがもらえるチャンス！

２月から全国のスーパーで
販売開始。

JA直売所でも特別価格で販売いたします。

対象商品
神倉シリーズ商品

カンちゃん

クラちゃん

まめちゃんズ
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カントリーマアムカントリーマアムからから
新商品新商品もも発売決定!!発売決定!!

三朝神倉大豆って？
「三朝神倉大豆」は、三朝町神倉（かんのくら）集落で昔から大切に育てられてきた、地
元ならではの在来種の大豆です。
平成12年から４年間にわたり、県内各地の地大豆約50種類を農業試験場が調査した
結果、神倉の大豆はタンパク質や全糖、イソフラボンの含有量が、一般的な品種（サチ
ユタカなど）よりも高いことがわかりました。

「畑の肉」とも呼ばれる大豆の中でも、三朝神倉大豆は特に栄養価が高く、イソフラボ
ンの含有量はなんと約1.8倍！ 健康志向の高まりとともに、注目を集めている地元の
宝です。

11〜12月が収穫シーズン
三朝神倉大豆は、６月下旬から７月上旬にかけて種をまき、８月中旬には花が咲きま
す。 秋が深まる11月頃から収穫が始まり、その後、乾燥機にかけてじっくりと仕上げら
れ、ようやく製品となります。今年は34戸の農家が、合計35.7ヘクタールで栽培。 収穫
作業を委託されたグリーンサービスの職員によると、「今年は粒が大きく、色づきも良
くて、上々の出来」とのこと。 その結果、約35トンの収穫量となりました。

“三朝神倉大豆”“三朝神倉大豆”人　気
急上昇中

神のつぶ（納豆）
大粒の三朝神倉大豆をまるごと
納豆に。大豆一粒一粒が、ふっく
ら仕上がっており、神倉大豆の
旨みを存分に味わえる納豆です。

神の蔵
三朝神倉大豆と鳥取県産
のきぬむすめを使用して
製造した味噌。圧力釜を
使う昔ながらの製法で蒸
すことで、大豆の旨みをそ
のまま閉じ込め、上品な甘
みも感じられます。

神のしずく（豆乳)
三朝神倉大豆と三朝の天然水
のみで造られたきめ細やかくま
ろやか、さらっとしていて飲みや
すい豆乳です。無調整豆乳です
ので、そのまま飲んでいただく
ほか、料理にも活きる豆乳です。

神のはな（豆腐）
三朝神倉大豆と本にがりのみ
を使用して作っています。大豆
本来のコク・甘みがあり、大豆そ
のものの美味しさが活きた昔
ながらの豆腐です。

神のつぼみ（水煮）
三朝神倉大豆の素材の味を活
かした、やさしい水煮。ふっくら
柔らかく、煮物やサラダなど幅
広い料理に使えます。添加物不
使用で、離乳食にも安心です。
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いつでも
そばに みんなのＪＡ

11/ 24 12/ 11

12/ 5～11 11/ 30

　倉吉市で第20回人形・ぬいぐるみ供養祭を執り行いました。
JA管内の組合員ら451人から、人形やぬいぐるみ4,552体が持
ち込まれ、倉吉仏教界の僧侶による丁寧な読経のもと、感謝の
意を込めて供養されました。上本武組合長は「人形やぬいぐる
みと別れる際はしっかり感謝の意をこめて供養してほしい」と
話しました。参加者は「思い出がたくさん詰まっているので寂し
いですが、これで気持ちよくお別れできます」と話しました。

　久米支所年金友の会は、倉吉市のフジ
イナーセリーでクリスマス用寄せ植え教
室「楽しもう会」を開きました。約30人が
ゴールデンクレストやアリッサム、ビオラ、
白妙菊など８種類の花を鉢に植えました。

　12月中の４日間、管内６か所でR7年度下期支所運
営委員会を開き、農産物の販売状況や各事業の実
績・進捗状況などを報告しました。
　JA本所で開いた河北・久米地区の委員会では出席
者から「米の概算金について、生産意欲を高めるため
に、今後も生産費がまかなえるだけの価格の設定を
してほしい」などの要望が出ました。
　上本武組合長は「皆さんから聴取した要望は、来年
度の事業計画に反映させていきたい」と話しました。

　准組合員にもっとJA事業や農業について知っても
らう催し「准組合員の集い」を今年も開催しました。
　今回は、JA全農とっとりの小里司本部長を講師に
招き、生産コストや消費者に届くまでの流れを踏ま
えた米の適正価格や、JAグループの米穀事業につい
て紹介しました。
　参加した21人は、「話を聞きに来てよかった」「生産
者目線と消費者目線、バランスの取れた価格を期待
します」「来年もこのような機会があれば参加したい」
などと感想を話しました。

感謝を込めて別れ 人形・ぬいぐるみ4,552体供養 クリスマスにぴったり
彩り豊かな花を寄せ植え

下期支所運営委員会
営農支援体制や情報発信の強化を要望される “准組合員の集い” 「お米の流通とJA

グループ鳥取の取組み」について勉強

焼香を上げる参列者

要望を話す参加者

講演をするJA全農とっとりの小里本部長
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あぐりキッズスクール第9回

12月13日
㈯

修　了　式
　JA本所で、第22期あぐりキッズスクールの修了式を開きました。式には、あぐり生やその保護者など約60人
が出席。校長を務めた上本武組合長が、農業に関わるカリキュラムを終えた小学生40人に修了証書を授与し、農
業に向き合いながら楽しく学んだ姿勢をたたえました。
　あぐり生は、４月から田植えや稲刈り、大阪の市場見学、スイカや梨の収穫など全９回のカリキュラムを受講し
てきました。上本組合長は「今後の家庭や学校生活に役立つ貴重な体験になったと思う」と祝辞を述べました。
　生徒を代表し６年生の山﨑陽達さんは「みんなで育てたお米はやっぱりおいしかった。農家という職業は、人
の食を支えることにおいてすごく大事な職業だと思った」と話し、５年生の遠藤聡さんは「市場は食卓を支える重
要な場所で、生産者の苦労と流通のスピードを感じられる場所だった」と思い出の作文を発表しました。

1年間お手伝い
を

してくれた農高
生

壁には1年の想
い出写真を掲

示

＼修了証書授
与／

皆勤賞おめで
とう

大
阪
の
市
場
の

雰
囲
気
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

農
家
さ
ん
は

人
の
食
を
支
え
る

大
事
な
お
仕
事
だ
と

わ
か
り
ま
し
た

1年間
お疲れさまでした

4



12/ 18

女性大学ルミナール
　女性大学「ルミナール」の第12期卒業式を行い、学長の上本武組合長が受講生に卒業証書を手渡しました。
　今期は、11人が入学し、５月から「三朝神倉大豆」を使用した豆腐料理作りや梨やブロッコリーの収穫、『家の
光』を活用したライフプラン研修など全７回の講座を行いました。

　卒業生を代表し、板垣由美さ
んは「活動を通じて女性会の活
動について知ることができた。
生産者の話も聞き、県中部の特
産品のすばらしさも再確認し
た。今回培った経験や出会いを
活かし、これからも自分磨きを
楽しみたい」と挨拶をしました。

ルミナール卒業式
心身ともにリフレッシュ

コスモスの会
　助け合い組織コスモスの会北条支部と北栄町江北浜地区の「さわや
かサロン」は、ミニデイを開きました。
　コスモスの会が、地元の新鮮な野菜をふんだんに使った昼食を作り、参
加者たちは舌鼓を打ちました。ミニゲームの「お手玉キャッチ」では、片手で
掴んだ鍋蓋を逆さまにして受け皿とし、対面から投げられた10個のお手玉
をいかに多く乗せられるかを競いました。笑い声が飛び交う中、参加者た
ちは真剣な表情でゲームに挑みました。
　同会の淀瀬千賀子会長は「今日こうして一緒に笑い、競い合うことで、地域の中でのつながりが強くなったと思
う」と話しました。

地域交流に笑顔満開
助け合い組織コスモスの会北条支部11/ 19

お手玉キャッチゲームで熱戦を繰り広げる参加者

　営農部19人は、竹本健二
長芋生産部部会長の圃場
で、ねばりっこの掘り取り
を体験しました。あらかじ
めバックホーで掘った穴に
１列に並び、収穫。折れない
ように丁寧に、協力しながら

作業しました。
その後の選果
場では、JAの担
当者に質問もす
るなど特産品に
ついて理解を深
めました。

　北条支部では、今年最後の活動としてお正月にぴっ
たりな生け花を作りました。参加者35人は、講師の方
の指導のもと松や葉牡丹、菊などをバランスよく生け、
新春にふさわしく縁起の良さも盛り込んだ、華やかな
作品を仕上げました。参加者は「同じ材料なのに個性
が出て面白い。いろんな人に見てもらえるよう玄関に
飾りたい」と話しました。

ねばりっこ掘りに挑戦！ 正月用フラワーアレンジ講習
女性会専門部会 営農部 北条支部12/ 19 12/ 29

卒業生代表挨拶をする板垣さん 卒業おめでとうございます

砂だらけになりながら収穫
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女性会の活動
女 性 会 の で き ご とを お 伝 えし ま す

　大鴨支部では、18人の会
員が６チームに分かれ、リー
グ戦でボッチャの対戦を行
いました。
　ボールが思うように転がら
ず苦戦する場面もありまし
たが、白熱して楽しい声が体
育館に響いていました。

　参加者は「寒かったけどボッチャで温まった」と笑顔
で話しました。

　女性会では、社会貢献活動の一環として地元の小学
校、保育園、社会福祉協議会などに雑巾を寄付してい
ます。22日には、倉吉市内の女性会４支部（河北、倉吉、
大鴨、久米）が、倉吉教育委員会を通じて市内の小中学
校に雑巾500枚を贈呈しました。河北支部の福田会長
は「子どもたちが使いやすいよう、厚みを工夫して三つ
折りで縫った。何より愛情を込めて作った」と話し、受
け取った中田教育長は「毎年たくさんの寄贈をいただ
き、大変ありがたい」と感謝を述べました。また、関金支
部では、鴨川中学校と関金小学校へ133枚を寄贈しま
した。

　毎年恒例のちりめん細工教
室を開催しました。
　久米支部では明里美也子さ
んを講師に招き、先生に教わり
ながらちりめんの布を縫い２体
を完成させました。参加者は和
気あいあいとした雰囲気で作業し、完成した作品は、
それぞれの作り手の個性があふれ、家で飾るのが楽し
みになりました。

　女性会とJA鳥取中央は、倉吉市で「女性の集い」を
開きました。
　今回の集いには、女性会からJAに対し30件以上の
具体的な意見や要望が寄せられました。主な内容とし
て、活動の充実や会員拡大についてや、人気のあるＡ
コープ商品を直売所や支所でも取り扱うようにしてほ
しいといった購買に関する要望が出されました。
　磯江睦美女性会長は「要望と回答をつなげ、今後の
よりよい活動に生かしていきたい」と話しました。

ボッチャで大奮闘

市内小中学校へ雑巾を寄贈

ちりめん細工教室で
「こいのぼり」作り

JA事業へ要望伝える

大鴨支部

女性会５支部

久米支部

女性の集い開催

11/ 14

12/ 22

12/ 10

12/ 16

的を目指して投球

女性会４支部から中田教育長に雑巾500枚贈呈 要望をだす参加者

可愛いこいのぼりが完成
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ゆ
き
っ
こ
大
根
生
産
部
は
、倉
吉
市
内

の
集
荷
場
で
出
荷
指
導
会
を
開
き
、５
戸

の
農
家
が
参
加
し
ま
し
た
。本
格
的
な
出

荷
を
前
に
、品
質
基
準
や
販
売
計
画
な
ど

を
確
認
。出
荷
は
１
月
中
旬
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
、２
月
中
旬
ま
で
続
く
見
通
し
で
す
。

　
倉
吉
西
瓜
や
メ
ロ
ン
の
後
作
で
、ハ
ウ

ス
栽
培
す
る「
ゆ
き
っ
こ
大
根
」。今
年

も
、例
年
通
り
雪
の
よ
う
に
色
が
白
く
、

き
め
細
か
な
肌
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。出

荷
時
に
葉
付
き
で
箱
詰
め
す
る
の
が
特
徴

で
、葉
ま
で
お
い
し
い
と
フ
ァ
ン
も
多
い 

で
す
。

　
小
谷
彰
仁
部
長
は「
品
質
に
は
自
信
が

あ
る
。出
荷
量
は
多
く
な
い
が
ぜ
ひ
一
度

食
べ
て
み
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
原
木
し
い
た
け
ブ
ラ
ン
ド
化
促

進
協
議
会
は
、ブ
ラ
ン
ド
シ
イ
タ
ケ「
と
っ

と
り
１
１
５
」の
目
合
わ
せ
会
を
開
き
ま

し
た
。県
内
全
域
か
ら
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
20
人
が
出
席
し
、出
荷
要
領
や

規
格
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。福
井
聡
部

長
は「
他
地
域
の
出
荷
手
法
や
価
格
動
向

な
ど
、普
段
は
聞
け
な
い
情
報
を
共
有
で

き
た
。今
後
の
生
産
に
役
立
て
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
協
議
会
は
Ｒ
８
年
２
月
７
～

23
日
ま
で
県
内
の
対
象
店
舗
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
シ
イ
タ
ケ
料
理
が
堪
能
で
き

る「
と
っ
と
り
１
１
５
フ
ェ
ア
」を
開
催
し

ま
す
。３
月
２
日
ま
で
に
感
想
を
応
募
す

る
と
抽
選
で
15
名
に
特
産
品
も
。詳
し
く

は「
と
っ
と
り
１
１
５
フ
ェ
ア
」で
検
索
。

指
導
会
で
品
質
基
準
や

販
売
計
画
確
認

県
全
体
の
生
産
者
で

目
合
わ
せ
会

12月15日

12月23日

「
ゆ
き
っ
こ
大
根
」出
荷
ス
タ
ー
ト

椎
茸「
と
っ
と
り
１
１
５
」

本格出荷を前に集荷場で規格などを確認

品質をチェックする生産者

　
倉
吉
関
金
白
ね
ぎ
生
産
部
は
、岡
山
県

の
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山・
岡
山
蒜
山
白
ネ

ギ
部
会
５
人
の
視
察
を
受
け
入
れ
、関
金

で
の
ネ
ギ
栽
培
の
取
り
組
み
を
紹
介
。一

行
は
、前
田
直
樹
さ
ん
と
海
地
道
雄
さ
ん

の
圃
場
を
視
察
し
、生
育
状
況
や
排
水
対

策
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
視
察
後
の
交
流
会
で
は
、意
見
交
換
を

実
施
。ネ
ギ
の
品
種
や
選
果
場
の
稼
働
状

況
、個
選
と
共
選
の
メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
話
し

合
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
岡
山
蒜
山
白
ね
ぎ
部
会
の
槙
橋
一
夫

副
会
長
は「
以
前
か
ら
興
味
が
あ
る
産
地

だ
っ
た
の
で
、生
育
状
況
や
畝
幅
を
よ
り

近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
」と

語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
主
催
の
卓
球
教
室「
石
川
佳

純
47
都
道
府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
」で
鳥
取

県
を
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
全
農
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
の
石
川
佳
純
さ
ん
に
、Ｊ
Ａ
全

農
と
っ
と
り
は
、「
星
空
舞
」や「
ね
ば
り
っ

こ
」、「
鳥
取
和
牛
オ
レ
イ
ン
55
」と
い
っ
た

県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、Ｊ
Ａ
全
農
と
っ

と
り
運
営
委
員
会
の
上
本
武
会
長
は「
鳥

取
の
美
味
し
い
農
畜
産
物
を
堪
能
し
、メ

デ
ィ
ア
で
も
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、石
川
さ

ん
は「
鳥
取
と
い

え
ば
、ら
っ
き
ょ

う
や
二
十
世
紀

梨
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら

食
べ
て
き
た
。今

日
い
た
だ
い
た

も
の
を
美
味
し

く
い
た
だ
い
て
、

全
農
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
し
て
鳥

取
の
農
畜
産
物

の
お
い
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た

い
」と
笑
顔
で
答

え
ま
し
た
。

白
ネ
ギ
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有

石
川
佳
純
さ
ん
に

県
産
農
畜
産
物
贈
呈

関
金
と
蒜
山
の
生
産
部
が
交
流

Ｊ
Ａ
全
農
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ア
ン
バ
サ
ダ
ー

12月12日

12月19日

圃場を視察する生産者

６種類の特産品を贈呈しました 挨拶をする上本会長（左）
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全
国
農
協
観
光
協
会
と
Ｊ
Ａ
は
、北
栄

町
で「
ね
ば
り
っ
こ
」の
収
穫
体
験
を
企
画

し
、大
阪
府
か
ら
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
横
１
列
に
並
び
、ス
コ
ッ
プ
を

片
手
に
１
メ
ー
ト
ル
近
く
掘
り
、長
く
立

派
に
育
っ
た
ね
ば
り
っ
こ
を
収
穫
し
ま
し

た
。体
験
の
後
は
、白
壁
土
蔵
群
を
散
策
し

た
り
、旬
鮮
プ
ラ
ザ
満
菜
館
で
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
り
と
県
中
部
の
魅
力
を
堪
能
し

ま
し
た
。参
加
者
は「
思
っ
た
よ
り
深
く

掘
ら
な
い
と
い
け
な
く
て
、手
が
届
か
な

か
っ
た
」と
笑
っ
て
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
と
北
栄
町
が
共
同
出
費

す
る
北
栄
ド
リ
ー
ム
農
場
で
、イ
チ
ゴ
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
２
Ｌ
３
Ｌ
を
中
心
に
１
日
で
50
㎏
を
収

穫
。収
穫
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
は
、今
年
の
６
月

下
旬
ま
で
同
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
、県
内
の
直

売
所
、ス
ー
パ
ー
、洋
菓
子
店
な
ど
へ
出
荷

さ
れ
ま
す
。ま
た
、３
月
上
旬
か
ら
観
光
農

園
を
開
く
予
定
で
す
。

　
同
農
場
の
山
口
弘
良
フ
ァ
ー
ム
長
は

「
太
陽
の
光
を
十
分
に
浴
び
て
美
味
し
い

イ
チ
ゴ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。ス
ー
パ
ー

や
直
売
所
で
見
か
け
ら
れ
た
ら
ぜ
ひ
買
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」と
出
来
栄
え
に
自
信

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

宮
坂
部
会
長
、福
井
副
部
会
長
を
選
任

農
協
観
光
主
催

ね
ば
り
っ
こ
収
穫
ツ
ア
ー

イ
チ
ゴ
収
穫
ス
タ
ー
ト

12月6日

12月10日

倉
吉
西
瓜
生
産
部
会
総
会

大
阪
か
ら
17
人
参
加

北
栄
ド
リ
ー
ム
農
場

真っ赤に実ったイチゴの収穫をする作業員

　
琴
浦
西
瓜
生
産
部
は
、総
会
を
開
き
、

Ｒ
７
年
度
の
販
売
金
額
が
１
億
２
，

７
７
３
万
円
と
な
り
前
年
に
比
べ
８
％
増

加
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。同
部
の

黒
皮
ス
イ
カ
と
縞（
し
ま
）ス
イ
カ
は
い
ず

れ
も
の
全
体
の
約
７
割
が
秀
品
と
な
り
、

前
年
よ
り
も
１
割
ほ
ど
高
い
秀
率
を
記

録
。出
荷
も
安
定
し
た
品
質
と
玉
流
れ
で

進
み
、市
場
関
係
者
か
ら
大
き
な
ク
レ
ー

ム
も
来
る
こ
と
な
く
終
了
し
た
と
説
明
し

ま
し
た
。

　
会
で
は
、役
員
改
選
を
行
い
、部
長
に
吉

田
也
寸
志
さ
ん
を
再
任
、副
部
長
に
野
嶋

宏
気
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。吉
田
部
長

は「
来
年
は
新
規
就
農
者
獲
得
な
ど
産
地

振
興
に
力
を
入
れ
、出
荷
玉
数
を
増
や
す

努
力
を
し
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

挨拶をする吉田部長

１
億
２
，７
７
３
万
円
で
販
売
好
調

12月9日
琴
浦
西
瓜
生
産
部
総
会

営
農
ト
ピ
ッ
ク
ス

営
農
ト
ピ
ッ
ク
ス

Spotlight on Agriculture

県
中
部
の
農
業
に
ま
つ
わ
る
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

12月8日

真剣に掘り出す参加者

　
倉
吉
西
瓜
生
産
部
会
は
、倉
吉
市
で

Ｒ
７
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。Ｒ
７
年

度
は
販
売
金
額
が
前
年
を
約
１
億
２
，

０
０
０
万
円
上
回
る
15
億
２
，２
１
７
万

円
を
計
上
。10
ａ
当
た
り
の
販
売
高
は

２
３
２
万
４
，０
０
０
円
と
過
去
最
高
を

記
録
し
た
こ
と
を
報
告
。６
月
中
旬
か
ら

全
国
的
に
一
気
に
気
温
が
高
く
な
り
、引

き
合
い
の
強
い
環
境
と
な
っ
た
こ
と
や
、倉

吉
西
瓜
の
食
味
や
糖
度
が
非
常
に
高
く
評

価
さ
れ
高
単
価
で
の
販
売
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。会
で
は
役
員
改
選
も
行
い
、部
会
長

に
、宮
坂
真
生
さ
ん
、副
部
会
長
に
福
井
紀

章
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。宮
坂
新
部
会

長
は「
生
産
者
の
皆
さ
ん
や
行
政
と
協
力

し
て
ま
ず
は
16
億
円
の
達
成
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

役員改選で新しく選任された役員
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　品
種
は「
な
べ
ち
ゃ
ん
」「
龍
み
の

り
」「
名
月
一
文
字
」「
大
河
の
轟
き
」

「
秋
の
宝
山
」「
太
陽
の
祝
い
」「
春
扇
」

「
春
川
お
く
太
葱
」「
坊
主
し
ら
ず
」の

９
品
種
で
す
。面
積
は
１
ha
ほ
ど
で
、

昭
和
60
年
の
秋
に
栽
培
を
始
め
て
か

ら
、今
年
で
40
年
目
に
な
り
ま
す
。

　栽
培
を
始
め
た
当
初
は
ス
イ
カ
な

ど
も
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
地

域
は
冬
に
な
る
と
雪
が
積
も
り
、農

作
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。当
時
は
冬
の
間
、色
々
な
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
冬
も
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
」と
始
め
た
の

が
、こ
の
白
ネ
ギ
栽
培
で
し
た
。今
で

は
春・夏・秋
冬
と
、１
年
を
通
し
て

途
切
れ
る
こ
と
な
く
栽
培・収
穫
を

続
け
て
い
ま
す
。

　収
穫
は
２
人
体
制
で
、１
日
に
だ

い
た
い
５
０
ケ
ー
ス（
１
ケ
ー
ス
３

㎏
）ほ
ど
収
穫
し
て
い

ま
す
。今
年
は
夏
ま
で

は
順
調
で
し
た
が
、８
、

９
月
の
あ
の
猛
暑
で
、

生
育
が
一
時
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ

で
も
、11
月
頃
か
ら
よ

う
や
く
本
来
の
調
子
を

取
り
戻
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　や
っ
ぱ
り
、収
穫
の
時
に「
こ
れ
は

え
え
の
が
出
来
た
な
」と
思
え
る
瞬

間
が
、一
番
の
や
り
が
い
で
す
ね
。特

に
、見
た
目
の
綺
麗
さ
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。白
ネ
ギ
の
魅
力
は
、ど
こ

で
も
誰
で
も
作
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、だ
か
ら
こ
そ「
綺
麗

さ
」で
差
が
出
る
ん
で
す
。

　白
ネ
ギ
の
分
岐
点
が
し
っ
か
り
埋

ま
る
ま
で
土
を
か
け
て
や
る
と
、白

い
部
分（
軟
白
部
）が
長
く
、綺
麗
に

育
ち
ま
す
。そ
の
た
め
に
、収
穫
ま
で

に
土
寄
せ
は
６
、７
回
は
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　秋
に
な
る
と「
さ
び
病
」が
出
や
す

く
な
る
ん
で
す
が
、今
年
の
場
合
は

根
が
傷
む
の
も
分
か
っ
て
い
た
の

で
、消
毒
は
な
る
べ
く
１
回
だ
け
に

抑
え
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
た
。

他
に
も
イ
チ
ジ
ク
や
温
州
ミ
カ
ン
な

ん
か
も
育
て
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　朝
の
収
穫
は
９
時
か
ら
と
決
め
て

い
ま
す
。昔
は
５
時
か
ら
始
め
て
い

た
ん
で
す
が
、腰
を
痛
め
て
し
ま
っ

て
ね
。今
は
８
〜
９
時
ま
で
は
、韓
国

ド
ラ
マ
を
見
る
時
間
に
あ
て
て
い
ま

す（
笑
）。

　食
べ
方
の
お
す
す
め
で
す
が
、納

豆
に
白
ネ
ギ
と
花
か
つ
お
を
入
れ

て
、お
好
み
焼
き
み
た
い
に
焼
い
て

も
い
い
。そ
れ
か
ら
、葉
の
部
分
を
斜

め
に
切
っ
て「
か
き
揚
げ
」に
す
る
の

も
、こ
れ
ま
た
美
味
し
い
ん
で
す
よ
。

　白
ネ
ギ
は
、こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ

て
雪
を
被
る
よ
う
に
な
る
と
、ぐ
ん

と
糖
度
が
上
が
っ
て
甘
く
な
り
ま

す
。特
に「
な
べ
ち
ゃ
ん
」は
柔
ら
か

く
て
本
当
に
美
味
し
い
の
で
、ぜ
ひ

一
度
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

関
金
町

　佐
々
木

 
千
鶴・紀
夫
さ
ん

「
綺
麗
さ
」こ
そ
が
プ
ロ
の
証

　〜
誰
で
も
作
れ
る
白
ネ
ギ
を
、

　
　
　
　
　
　
　誰
も
真
似
で
き
な
い
品
質
に
〜

さ

　さ

　き

ち  

づ
る

の
り 

お

栽培から収穫にかけて夫婦２人で行っています

20、30束出荷しました 収穫の際は手を使い一気に抜きます

寒い日には、
鍋物であったまりませんか？

野菜やお肉は、地元直売所でお買い求めください。
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今
回
は
、11
月
に
開
か
れ
た
鳥
取
県
畜
産
共

進
会「
肉
畜
の
部
」で
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
南
場
さ
ん
の
元
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
！

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
と
き

の
率
直
な
気
持
ち
は
？

政
彦
さ
ん：
県
共
に
出
品
す
る
考
え
が
な

か
っ
た
牛
だ
っ
た
の
で
、本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。普
段
の
飼
養
管
理
も
で
す
が
、

い
い
血
統
を
重
視
し
て
お
り
、牛
た
ち
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

県
共
に
出
品
す
る
考
え
が
な
か
っ
た
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

政
彦
さ
ん：牛
舎
で
は
４
頭
を
１
群
に
し
て

飼
育
管
理
し
て
お
り
、当
初
は
そ
の
う
ち
３

頭
に
ア
イ
ミ
ー
ト（
超
音
波
肉
質
測
定
装

置
）を
か
け
て
選
ぶ
予
定
で
し
た
。残
り
の

１
頭
は
他
の
牛
よ
り
２
回
り
ほ
ど
小
さ
く
、

共
進
会
に
出
さ
な
い
つ
も
り
で
、他
の
牛
の

測
定
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
捕
ま

え
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、測
定
に
訪
れ

た
県
職
員
の
方
の
提
案
で
、試
し
に
測
定
し

た
と
こ
ろ
一
番
良
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。今

回
の
受
賞
は
運
が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、皆
様
の
お
か
げ
で
も
あ
る
の
で
感

謝
し
て
い
ま
す
。

佳
代
子
さ
ん
に
関
係
す
る
牛
だ
っ
た
そ
う

で
す
ね
。

政
彦
さ
ん：
実
は
、今
回
の
牛
は
Ｒ
５
年
８

月
１
日
生
ま
れ
で
、妻
は
Ｓ
40
年
８
月
１
日

生
ま
れ
と
同
じ
日
な
ん
で
す
。確
率
的
に
は

１
／
365
の
偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、妻
は

今
年
還
暦
で
そ
れ
が
運
を
呼
び
寄
せ
て
く

れ
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佳
代
子
さ
ん：
毎
朝
、午
前
中
に
全
て
の
棟

を
見
回
り
す
る
と
き
に
、同
じ
誕
生
日
の
牛

を
見
つ
け
ま
し
た
。餌
を
食
べ
て
い
る
と
き

に「
僕
は
賞
を
取
る
か
も
し
れ
ん
よ
、お
ば

ち
ゃ
ん
と
同
じ
誕
生
日
だ
け
ん
」と
か「
小

さ
い
け
ど
賞
を
取
る
か
も
し
れ
ん
よ
〜
」と

声
を
か
け
て
い
た
の
で
、本
当
に
な
っ
た
と

驚
き
ま
し
た
。

佳
代
子
さ
ん
は
ど
ん
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
か
？

佳
代
子
さ
ん：保
育
士
な
ど
別
の
仕

事
を
経
て
、約
10
年
前
に
こ
の
仕
事

を
始
め
ま
し
た
。６
棟
あ
る
牛
舎
を
半
分

ず
つ
分
担
し
て
い
ま
す
。最
初
、夫
は
な
ん

で
こ
ん
な
に
厳
し
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
ら
な
い
と

い
い
お
肉
に
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。夫
は
し
ま
せ
ん
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
だ
と
思
う
の
で「
お
は
よ
う

〜
」「
ご
飯
だ
よ
〜
」と
保
育
士
の
口
調
に

な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
が
、声
か
け
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

政
彦
さ
ん：
こ
れ
を
励
み
に
、今
後
も
妻
と

頑
張
っ
て
、美
味
し
い
と
喜
ば
れ
る
牛
肉
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

発畜
域
地
見産

を

な
つ

ぐ

！物
語

プロフィール
就農：27年目（政彦さん）
畜種：繁殖・肥育

（肉牛一貫）

頭数：150頭
（うち繁殖牛26頭）

■JA鳥取中央� 単位：円(税込）

頭　　数 最高価格 平均価格 ㎏ 価 格
雌 51 1,046,100 689,915 2,445
去 82 1,075,800 798,559 2,567
計 133 1,075,800 756,899 2,523

■県全体� 単位：円(税込）

頭　　数 最高価格 平均価格 ㎏ 価 格
雌 109 1,046,100 693,706 2,460
去 173 1,075,800 774,908 2,523
計 282 1,075,800 743,521 2,500

南
なん
場
ば
　政

まさ
彦
ひこ

さん

　　佳
か
代
よ
子
こ

さん
（北栄町）

Vol.6

せ
り
情
報
12月11日
開催

和
牛

10



13 12



今月もたくさんのお便り
ありがとうございました。

を教えて下さい。

Ｒ８年の抱負を
教えてください

今月のお題

読者からの

お便り紹介

【次号のお題】
「人生が二度あるなら、次は

どの職業で何をする?」
たくさんのお便りを
お待ちしております。

たくさん寺社巡り

をしたいです。寺

社を訪れると、空

気が変わり、厳か

になります。

（田中さん）

70歳を過ぎて、身
体のあちこちが痛ん
できました。今年は
無理せず、身体を
いたわりながらマイ
ペースで行こうと思
います。　（ヤスさん）

 

ウォーキングを頑

張り、健康な１年に

したい。 （田中さん）

馬のようにしなや

かで美しい引き締

まった体を目指し

て、地道に運動を

しようと思います。

（あんずさん）

愛犬との散歩で１
日に6,000歩歩い
て、元気な体を維
持する！

（あむのママさん）

映画の「国宝」を

見てハマってしまっ

たので、Ｒ８年は

生の歌舞伎を観に

行ってみようと思

います。

（にんじんさん）

15
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葬祭センター 0120ｰ80ｰ9831TEL（0858）47-0983 
FAX（0858）47-0981

通話料無料
24時間受付JA鳥取中央 

TEL（0858）47-4300
FAX（0858）47-4320

メモリアルホール
報恩舎

TEL（0858）48-2100
FAX（0858）48-2101

メモリアルホール
福　本

TEL（0858）53-1184
FAX（0858）52-3943

メモリアルホール
あじさい

〒682-0017
倉吉市清谷町2丁目143

〒682-0604
倉吉市福本220-1

〒689-2303
琴浦町徳万282-13

2026
ＪＡ全農とっとり・JA中央サービス

と き ところ2/
土 日9：30～

 14：00
9：30～
 14：00

大栄すいか
統合選果場15・14

《中部地域農作業安全・農機具盗難防止協会からのお知らせ》

電動剪定バサミは便利な一方、事故が起こることもあります！

◎特に、昼前・夕方などの仕事終わり近くに事故の発生リスクが高まります。常にゆとりをもった作業で事故を防ぎましょう。

剪定作業中、地面の凹凸に足を取られ体がふらついた際、刃を閉じていなかっ
たことから指が交錯し切断。こんな事故が…

対策
・短時間でも手から離す時は電源をOFFにする
・作業中は常に周囲に気を配り、足場が安全なこと周囲に子どもや第三者がいないことを確認して使用する
・ゴーグル、防塵マスク、手袋を使用する。ゆったりした衣服は巻き込まれる可能性を考慮し着用しない

農機・自動車・ガス
合同展示会

　令和7年12月26日開催の理事会において、任期満了に伴う役員改選
のスケジュール等について承認されました。
　農協法および当JAの定款により、役員の任期は3年と定められてお
り、これに基づいて3年ごとの総代会において役員改選が行われます。
　現在の役員は、令和5年4月に選任され、令和8年の通常総代会で任
期満了となることから、組合員のみなさまへ役員改選についてお知らせ
いたします。
　役員定数により各地区の代表として地区理事14名、組織代表理事4
名（女性組織3名、青壮年組織1名）、学識経験理事1名、監事4名（ブロッ
ク各1名）、学識経験監事1名、員外監事1名について選出いたします。
　つきましては、役員の選任日程をご確認いただき、ご理解をお願いい
たします。

JA鳥取中央の役員改選について組合員 各位

○地区役員推薦委員会の開催（2月20日まで）
　地区理事・監事候補者の選出・推薦
○組織代表理事推薦会議の開催（2月20日まで）

　組織代表理事候補者の選出・推薦
○全区域選出理事監事推薦委員会の開催（3月6日まで）

　学識経験理事･監事候補者、員外監事候補者の選出
○臨時理事会（3月中旬）

　学識経験理事･監事候補者、員外監事候補者の推薦
○役員推薦会議の開催（3月中旬）

　候補者の推薦決定
○総代会（4月28日）

　理事・監事の選任
※詳細につきましては、最寄りの支所へお問い合わせください。

役員の選任日程

14
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⑴空いているマスに、１から９までの数字のどれかを入れます。
⑵タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた３×３のブロック
（それぞれ９マスあるブロックが９つ）のいずれにも１から９までの
数字が１つずつ入ります。

数 独
今月のプレゼントは

「カントリーマアム桜きなこ&神の蔵」を5名様に「カントリーマアム桜きなこ&神の蔵」を5名様に

Ｑ二重枠に入った数字の合計はいくつ？
ルール

【考え方】 タテ列やヨコ列、3×3マスの各ブロックで、同じ数字が重複しないよう
に数字を入れていくパズルです。計算は不要ですよ。例題で解き方を覚えましょ
う。右下のブロックには、まだ２が入っていないので、４つある空きマスのどれか
が2になるはず。同じタテ列
やヨコ列に2がない空きマ
スは、６のすぐ右のマスしか
ないので、２の入る場所は
ここだと決められます。この
ように、確実に数字が決め
られる場所を、注意深く根
気強く探していきましょう。

応　募　要　項

※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報については、プレゼントの発送、及び「ドリームちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

はがきやメール、ＦＡＸで①よかった記事と理由②今月号のクイズの答え③郵便番号④住所⑤氏名⑥電
話番号⑦次号のお便りのお題「人生が二度あるなら、次はどの職業で何をする？」の回答を書いてお送
りください。数独正解者の中から抽選で５名の方にプレゼントいたします。

【宛先】　〒682-0867 倉吉市越殿町1409 JA鳥取中央 広報課宛
　　　　メール／kouhou@ja-tottorichuou.or.jp FAX／0858-23-3070
　　　　応募締め切り／２月６日（金）

ここからも
応募できます2・4・5・11・12

1月号の答え

例
題

例
題
の
答
え

中四国版
紙面には、JA

鳥取中央の記事が
随時掲載されて
います！

ぜひご覧くだ
さい!!

　お近くの新聞販売店
から毎日お届けします。

※�原則として、年間予約購読〔前
納〕の中途解約はできません。
※1冊からでもご購読できます。

購読料　月極

購読料　年額

紙　版3,100円（税込）
電子版2,403円（税込）

9,900円
誌代1年分を
年間予約として
購読料をお支払い
いただくと普通月号
1か月分が無償と
なっております

－購読のお申し込みは、各支所 組合員課までお問い合わせください。－

（税込）

　２月といえば、節分！ 節分といえば、大豆！ 
大豆といえば三朝神倉大豆を使ってカントリー
マアムから新商品が発売されます！ ということ
で、今回は大豆を使って節分らしい表紙にしてみ
ました。いかがでしょうか。
　今回行った取材では、畜産物語に登場してく
ださった南場さんとのインタビューがとても印
象的でした。県共進会「肉畜の部」に出品された
40頭のうち、南場さんが出品された牛はA5等
級、BMS（牛脂肪交雑基準）も最上級の12番と、
すばらしい成績でグランドチャンピオンに選ば
れたのですが、実は出品予定の牛ではなかった
そうで、運が重なって受賞につながったというお
話を聞いてきました。読まれていない方はぜひ
読んでみてくださいね。� 広報課

編集後記


